
 

今後検討すべき事項（案） 

 

・記載内容のばらつき 

 ・例えば、リアルタイム型放送におけるアクセス制御方式についてアドホックグループ

（以下、「AHG」という。）１及び３についてはスクランブル方式と関連情報について

の記載があり、AHG２ではフレームワークについての記載となっており、各項目にお

いて記載内容及びその詳細さや考え方についてばらつきがあるため、これらの並びを

揃える必要がある。 

 

・置局条件・共用条件の検討 

 ・別途、総務省が委託して行っている技術試験事務の結果を踏まえ、本作業班 AHG にて

検討の上、最終報告書に反映を行う。 

 

・その他 

・表現の統一を行う必要がある。（用語・章立て） 
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